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Fig. 1 1248 K で時効熱処理した Ni10 Al15 V3W 合金(at)の透過型電子顕微鏡像．(a) 明視野像(mag. 10 k)．数 mm の初析

(Ni3Al と W の複合相)と，その間隙のチャンネル部から構成される．(b) チャンネル部明視野像(mag. 80 K)．チャンネル

部主要相の Ni3V 中に円盤状 Ni4W が微細に析出．Ni4W は母相 Ni3V の{100}上に優先的に形成．(c) チャンネル部の制限

視野電子回折図形(入射方向(001))．(d), (e), (f) それぞれ Ni3Al, Ni3V, Ni4W の電子回折図形模式図(いずれも入射方向

(001))．
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二重複相 Ni3AlNi3V 金属間化合物合金におけるナノヘテロ微細組織
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W を添加した Ni3Al(L12)Ni3V(D022)系の二重複

相金属間化合物合金でみられるナノヘテロ微細組織の

形成過程を透過型電子顕微鏡観察法により明らかにし

た．本合金をアーク溶解後に 1553 K で熱処理すると

初析相として Cuboidal 状の Ni3Al と棒状の W が，初

析相の間隙(チャンネル部)に Ni3Al と Ni3V の共析組

織が形成する．更に，本合金を 1248 K で時効熱処理

を行うと，チャンネル部主要相 Ni3V 中に直径約 100
nm の微細な円盤状析出物が高密度で分散する(Fig.
1)．制限視野電子回折図形により円盤状析出物は

Ni4W(斜方晶)と同定される．Ni4W は Ni3V の{100}

面上に整合性良く析出する．このように，本合金系で

は Ni3Al, W, Ni3V, Ni4W 相がマルチスケールで階層

化した組織を形成していることが分かる．このような

ナノヘテロ微細組織の発現により，本合金の機械的特

性は著しく向上する．
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